








研究目的

　本年度の目標は 1)本態のはっきりした分染法の開発及び,2)分染法の応用に

より新しい染色体異常症候群を分離独立させることの 2点である。従来の分染

法は分染の機構やバンドの本態が不明である事実をふまえ,バンドの本態がは

っきりした方法を用いれば一歩進んだ分析が可能となることから,目標 1)が設

定された。当面は S期の最初の 5分間に合成される DNAの分布に基づく分染法

(ER バンド)の開発が目標である。2)の意義は,新しい染色体異常の独立により

先天異常のうちから原因不明のグループが減少することはもち論,この方向で

の研究が進むと 9pトリソミーや 7p末梢部のモノソミーなどという診断をダウ

ン症や 18 トリソミーなどの場合と同様に臨床的に下すことが実現すると予想

されることにある。これは先天異常の診療,研究にとり大きな進歩であろう。

またルーチン的な染色体分析は臨床的にピックアップされた症例の確認などの

場合のみに必要となり,生じた余力はより新しい疾患やより新しい応用を求め

ての研究に振り向けることができる。


